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抄録 

 
 本研究では、学生の現状に対する満足、不満足に着目し、北陸大学経済経営学部の学生

の自己評価の自由記述から、学生たちがどのような現状に満足しているのか、どのような

ことが不満足なのかということを明らかにすることを目的としてアンケート調査を行った。

その結果、現状に満足している要因として「好き」や「できる」、「楽しい」、「友達」とい

う言葉がキーワードとなっていることが明らかとなった。現状に不満足である要因として

「苦手」や「できる」、「しまう」、「多い」という言葉がキーワードとなっていることが明

らかとなった。こうした結果から、現状に満足している学生の特徴として、「友達が多い学

生」や「人との関わりに苦手意識がない学生」が多いことが示唆された。次に、現状に不

満足である学生の特徴として、「講義の内容、課題の多さに対応しきれずネガティブな感情

になってしまう学生」や「人とのコミュニケーションに苦手意識があり、グループワーク

などの活動に上手く参加できない学生」が多いことが示唆された。以上のことから、学生

が現状に満足するためには、安心して友達（人）との関わりをもてる環境づくりが重要で

あるということ、成功体験を与えることができる講義内容、課題づくりを意識することで、

学生が自信をもって何事にも取り組めるように意識づけする必要があると考えられる。  
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はじめに 

 
文部科学省（2024）によると、令和 5 年度における大学の中途退学者は 53,470 人であ

り、令和 4年度と比べて増加した。また、学生の中途退学の理由として「転学・進路変更
等」が全体の 22.0％、「学生生活不適応・修学意欲低下」が全体の 16.5％となっていた。
さらに、学生の休学者は全学校種において令和 4 年度と比べて増加した。休学の理由とし
て「海外留学」が全体の 13.7％、「精神疾患」が全体の 12.6％、「経済的困窮」が全体の
11.9％となっていた。北陸大学経済経営学部においても、中途退学者数および休学者数は
高い傾向となっており、特に中途退学者数を減少させることは大学の経営にも関わる重要

な課題である。また、武蔵ら（2016）は、普通に大学に通っているものの、対人関係面や
学習面などで意欲低下の状況が現出している学生も存在すると指摘し、大学生が大学へ適

応するためには、「学習面」と「対人関係面」の 2 側面の充実を意図した心理教育的援助サ
ービスの充実が必要であると述べている。 
本研究では、北陸大学経済経営学部が抱える中途退学者数の課題を解決するために、ま

ずは学生が現状に満足しているのか、現状に不満足なのかということを調査した。また、

その理由を自由記述させ、自己評価における個別具体的自己（溝上、2008）を考察すること
で学生の現状を把握し、今後の学生に対する取り組みに反映させていくことを目的とする。 
 

方法 

 
1. 対象とする授業 

対象とする授業は、北陸大学経済経営学部で開講されているキャリアデザイン 2および、
キャリデザインⅡのキャリア科目群の授業とした。 
 

2. 研究対象者 

対象とする授業を受けている北陸大学経済経営学部に所属している学生 127 名（1 年次
生：52 名、2年次生：73 名、3 年次生：2名）とした。 
 
3. 計測項目 

アンケート（図 1）は、溝上（1999）を参考に「私は、全体的には自分自身に満足して
います。」という問いに対して「はい／そう思います」、「いいえ／そう思いません」のどち

らかを回答し、その後、満足している理由と不満足の理由をそれぞれ並列的に自由記述で回

答させるものとした。なお、アンケートは対象とする授業の活動内容の一部として実施した。 
 
4. 分析 

自由記述の分析として、名詞、動詞、形容詞ごとの頻出語の抽出と抽出後における共起

ネットワーク分析を行った。分析では、まず初めに形態素解析により単語単位に分解し、

品詞ごとの頻出語を抽出した。形態素解析は、オープンソース形態素解析エンジンである

MeCab（2013）を使用した。次に、共起の程度が強い抽出語を線で結んだネットワーク図
である共起ネットワーク分析を行った。共起の程度は、佐々木ら（2006）および榊ら（2007）
を参考に単語間の共益関係を示すものとして広く利用されている Jaccard係数を使用した。 
本研究では、出現頻度 4 以上の語で、Jaccard 係数を 0.12 以上に設定して共起ネットワ

ークを抽出した。 
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図図 11  アアンンケケーートト  

  
  

結果 

 

 現状に満足している学生は 35 人、不満足である学生は 92人であった。 
 学生から得られた 830（満足：427、不満足：403）サンプルの自由記述データ全文を対
象に形態素解析を行った。抽出語の合計は、9078 語（満足：4560 語、不満足：4518 語）、
1サンプルあたり約 10.9 語（満足：約 10.7 語、不満足：約 11.2 語）であり、短い文章で
記述されている。品詞（名詞、動詞、形容詞）ごとの頻出頻度の高い上位 30 語は表（満
足：表２、３、４／不満足：表５、６、７）の通りである。 
 また、自由記述で用いられた語句がどのような関係で使用されているのかを共起ネット

ワーク分析を使用して可視化した（図２、３）。なお、共起ネットワーク分析の円の大きさ

は単語の頻出頻度を表しており、線は共起を表している。  
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表表１１  学学生生のの現現状状（（満満足足／／不不満満足足））  
 

 
 

表表２２  出出現現回回数数（（満満足足--名名詞詞））  
 

 
 

表表３３  出出現現回回数数（（満満足足--動動詞詞））  
 

 
 

表表４４  出出現現回回数数（（満満足足--形形容容詞詞））  
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表表５５  出出現現回回数数（（不不満満足足--名名詞詞））  
 

 
 

表表６６  出出現現回回数数（（不不満満足足--動動詞詞））  
 

 
 

表表７７  出出現現回回数数（（不不満満足足--形形容容詞詞））  
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図図２２  共共起起ネネッットトワワーークク（（満満足足））  
 

 
 

図図３３  共共起起ネネッットトワワーークク（（不不満満足足））  
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北陸大学経済経営学部の学生が、現状に満足している要因として「好き」や「できる」、

「楽しい」、「友達」という言葉がキーワードとなっていることが明らかとなった（表２、

３、４）。また、自由記述の詳細を見ると「好きなことは集中して取り組める」や「課題を

一つ一つクリアし、しっかり提出することができる」、「努力できる環境」、「新しい知識、

情報を得ることができて楽しい」などという記述があった。さらに、図２の結果から、「将

来」と「たい」、「好き」に共起性があり、「生活」と「充実」、「課題」の共起性が強いこと

が明らかとなった。次に、現状に不満足である要因として「苦手」や「できる」、「しまう」、

「多い」という言葉がキーワードとなっていることが明らかとなった（表５、６、７）。ま

た、自由記述の詳細を見ると「人との関わりが苦手」や「意見や考えを伝えることが苦手」、

「できる範囲を超えている」、「できる自分の将来像にたどり着けない」、「ネガティブにな

ってしまうことが多い」などという記述があった。さらに、図３の結果からは「課題と「後

回し」の共起性が強く、「苦手」と「コミュニケーション」、「能力」に共起性があることが

明らかとなった。 
 

考察 

 

 アンケート調査の結果から、現状に満足している学生の特徴として、「友達が多い学生」

や「人との関わりに苦手意識がない学生」が多いことがわかった。この学生たちは、講義

や課題、部活動、アルバイトなどが忙しくとも、その状況を楽しむことができることが多

く、自分の将来のため、好きなことのために大変なことを乗り越えることが満足感や充実

感に繋がっているのではないかと考えられる。次に、現状に不満足である学生の特徴とし

て、「講義の内容、課題の多さに対応しきれずネガティブな感情になってしまう学生」や「人

とのコミュニケーションに苦手意識があり、グループワークなどの活動に上手く参加でき

ない学生」が多いことがわかった。この学生たちは、課題解決に対する諦めが早く、自分

の行動に自信がもてないことで、主体性が失われていることが多いようである。その結果、

何においても自分自身に自信がもてなくなってしまい、現状に満足できないということに

繋がっているのではないかと考えられる。  
以上のことから、小城ら（2019）の「学業満足」が低下しても、代わりに「交友満足」

が上昇することによって大学への適応が維持されると見られるという報告にもあるように、

学生が現状に満足するためには、安心して友達（人）との関わりをもてる環境づくりが重

要であると考えられる。また、成功体験を与えることができる講義内容、課題づくりを意

識することで、学生が自信をもって何事にも取り組めるように意識づけすることが必要で

あると考えられる。そうすることによって、現状に満足する学生が少しでも増えることで、

本学の課題となっている中途退学者を減少させることができるのではないかと考える。し

かしながら、今回はアンケートの回収が出来た学生の総数が少なかったため、今後は調査

の範囲を広げて調査を行い、より正確な学生の現状を明らかにする必要があると考える。  
 なお、本研究は北陸大学特別研究助成を受けたものである。  
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